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田
舎
を
感
じ
る
と
き｣

東
京
可
愛
山
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　 

会
長
　
愛
　
甲
　
彰
　
人
　

（
川
高
十
六
期
）

平
成
二
十
六
年
を
迎
え

早
く
も
四
十
九
回
総
会
開

催
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
の
変
化
、
時
の
流
れ

に
驚
愕
を
感
じ
ま
す
。
来

年
度
は
東
京
可
愛
山
同
窓
会
発
足
五
十
年
を
迎
え
ま

す
。
結
成
に
向
け
て
ご
努
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
産
み
の
苦
し
み
と
同
様
に
維
持
す

る
工
夫
に
お
知
恵
を
お
貸
し
い
た
だ
き
、
よ
り
盛
会

に
営
ま
れ
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
。
少
し
は
経
済
生
活

に
明
る
い
兆
し
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。

昨
年
末
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
に
お
け
る
東
京
体
育
館
の
熱
気
は
、
関
東
在
住
者

を
十
分
に
楽
し
ま
せ
て
頂
き
、
今
後
に
期
待
を
抱
か

せ
て
く
れ
る
健
闘
ぶ
り
で
し
た
。
三
月
は
同
窓
生
と

し
て
卒
業
式
に
参
列
さ
せ
て
頂
き
、
同
時
に
薩
摩
川

内
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
六
月
の
東

京
可
愛
山
同
窓
会
と
古
稀
を
前
に
田
舎
を
強
く
切
な

く
肌
身
に
感
じ
る
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
諸

氏
の
多
く
は
同
じ
様
な
時
を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
だ
ろ

う
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

近
隣
に
在
住
の
皆
さ
ん
も
今
後
似
た
様

な
経
験
を
繰
り
返
し
て
行
か
れ
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
の

傷
跡
を
背
負
っ
て
い
ら
れ
る
方
々
は
、
三

年
を
経
っ
て
も
故
郷
に
足
を
踏
み
入
れ
ら

れ
な
い
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
早

く
慣
れ
親
し
ん
だ
空
気
の
中
に
浸
れ
る
よ
う
に
成
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

昨
今
の
自
然
環
境
変
化
は
驚
く
事
が
多
い
で
す
。

未
曾
有
の
強
い
風
雨
と
突
風
や
大
雪
で
大
き
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
想
定
外
の
雨
量
は
場
所
や

と
こ
ろ
を
選
ば
な
い
集
中
豪
雨
と
土
石
流
災
害
を
も

た
ら
し
、
偏
西
風
に
乗
っ
た
大
陸
か
ら
の
汚
染
物
質

の
飛
来
な
ど
。
一
方
、
自
然
の
力
の
猛
威
に
破
壊
さ

れ
た
生
活
環
境
を
復
興
す
る
人
の
力
は
強
烈
で
す
。

多
く
の
津
波
災
害
か
ら
の
復
興
、
噴
火
に
よ
る
土
石

流
、
土
砂
災
害
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
々
が
一
丸
と
な
り
力
を
集
め
て
向
か
っ
て

い
く
姿
勢
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
ソ
チ
の
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
若
い
力

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
環
境
の
悪
化
が
生
ん
だ
自

然
災
害
の
発
生
を
改
善
す
る
よ
う
日
々
の
努
力
を
考

え
た
い
も
の
で
す
。

役
員
会
・
幹
事
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考

に
東
京
可
愛
山
同
窓
会
総
会
参
加
の
増
員
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
試
み
て
お
り
ま
す
。
成
果
が
上
が
っ

て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
会
員
諸
氏
の
参
加
意

識
の
高
揚
の
た
め
、
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ァ
等
を
各

期
の
幹
事
を
通
じ
て
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。よ

り
一
層
の
会
員
相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い
構
築
に

向
け
、
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
ま
す
。
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会長　愛甲　彰人

日　時：平成 26 年 6 月 7 日（土）
　　　　12 時～ 15 時
　　　　受付開始：11 時 30 分

場　所：東海大学校友会館「阿蘇の間」
　　　　〒 100-6035　千代田区霞が関 3 － 2 － 5
　　　　霞が関ビル 35 階
　　　　TEL 03-3581-0121

会　費：一人 8,000 円　ご夫婦 15,000 円
　　　　80 歳以上 5,000 円
　　　　卒業後 5 ～ 10 年 5,000 円
　　　　（すべて年間維持費 1,000 円を含みます）
　　　　卒業後 4 年間無料

連絡先：川高20期　　尾曲　博司
　　　　　　　　　　TEL　090-4676-3674

　　　　川高24期　　皆元　正幸
　　　　　　　　　　TEL　03-3265-5890（昼間）
　　　　　　　　　　TEL　045-903-8486（夜間・休日）

ご出席の場合、５月２６日（月）までに所定の方法（左記：同窓会
事務局掲示板参照）でお手続きして頂きますよう重ねてお願い申し
上げます。

＊＊＊昨年からの大きな変更点＊＊＊
１昨年までにくらべ、昨年から下記のような大きな改善を行いま
した。
１．会費の値下げ
①参加費一人 7,000 円（夫婦 13,000 円）
②高校卒業後 4年間は無料（学生、社会人とも同じ）
今年は平成 23 年 3 月（63 期）～ 26 年 3 月（66 期）卒業生が対象
になります。
③ 80 歳以上は参加費 4,000 円（卒業年度で対応）
今年は 4期（昭和 27 年卒業）以前の方が対象になります。
④高校卒業後 5～ 10 年目の人も参加費 4,000 円
今年は平成 17 年卒（57 期）～ 22 年卒（62 期）の人が対象になり
ます。
※維持会費（年間）は、一律 1,000 円です。
出席者は、上記の所定の会費に 1,000 円を加算した金額を振り
込んでいただくことになります。

２．参加会費の徴収方法の変更
従来は総会当日、会場にて受け付けておりましたが、昨年から
事前に同封の振込用紙での振込をお願いしております。（昨年か
らお願いし、受付事務等がスムーズに行きました。）
３．振込用紙で出欠の確認を行いますので、振込用紙には、卒業年
度、氏名、住所、電話番号を必ず記入して下さい。
４．振込用紙には振込先が印刷されていますが、振込用紙を紛失し
たり、メール等で総会の案内を知った人のために、振込口座をお
知らせします。（郵便局の口座）
　口 座 名　東京可愛山同窓会
　口座記号　00140－2　　　口座番号　714884
会費の見直しを行ったこともあり、昨年は１昨年に比し、出席者
の数が増えました。今年も多くの方の参加をお待ちしております。
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地
元
の
情
報
を
少
し
だ
け

可
愛
山
同
窓
会
会
長
　
山
田
島
　
稔

東
京
可
愛
山
同
窓
会
会
員
の
皆

様
に
は
ご
清
栄
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
か
ね
て
よ
り
可
愛
山

同
窓
会
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
物

心
両
面
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。	

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
既
に
ご
承
知
の
通
り
川
内
高
校
は
一
八
九
一
年
明

治
三
十
年
に
、
県
内
二
校
目
の
旧
制
中
学
校
と
し
て
開
校

さ
れ
、
今
年
四
月
十
六
日
に
百
十
七
回
目
の
創
立
記
念
日

を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
百
十
八
回
目
の
入
学
式
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
数
字
に
母
校
の
歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
地
元
の
情
報
を
少
し
お
伝
え
し
ま
す
と
早
い
も

の
で
今
年
十
月
に
は
一
市
四
町
四
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
薩
摩
川
内
市
が
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
の
川
内
乗
り
入
れ
、九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
、

川
内
原
子
力
発
電
所
の
全
面
停
止
、	

等
々
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
を
経
て
新
し
い
街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
人
口
が
少
し
ず
つ
減
少
し
て
お
り
十
万
人

を
割
り
込
ん
だ
の
は
残
念
で
は
あ
り
ま
す
。

九
州
新
幹
線
と
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
も
開
業
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
九
州
新
幹
線
は
全
線
開
通
後
絶
好
調
で

突
っ
走
っ
て
い
ま
す
が
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
観
光
列

車
の
お
れ
ん
じ
食
堂
が
大
人
気
で
は
あ
る
も
の
の
乗
客
減

で
大
変
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
川
内
高
校
生
の
通
学
も
含
め

た
地
元
の
足
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
薩
摩

川
内
市
も
含
め
た
沿
線
住
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
り
ま

す
。又

、
新
し
く
川
内
港
と
甑
島
を
結
ぶ
高
速
船
「
甑
島
」

が
今
年
四
月
二
日
に
就
航
し
ま
す
。
最
後
の
秘
境
と
し
て

最
近
人
気
急
上
昇
の
甑
島
が
川
内
港
発
着
で
更
に
便
利
に

な
り
ま
す
。
帰
郷
の
折
に
は
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
ゆ
っ

た
り
と
西
海
岸
を
見
物
後
、
足
を
伸
ば
し
て
甑
島
観
光
を

ぜ
ひ
と
も
お
楽
し
み
下
さ
い
。
更
に
は
、「
喧
嘩
綱
」
の

異
名
を
持
つ
県
無
形
文
化
財
指
定
「
川
内
大
綱
引
」
が
今

年
四
百
十
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
九
月
二
十
二
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、こ
の
時
期
に
帰
郷
予
定
の
方
は「
喧

嘩
綱
」
見
物
も
如
何
で
す
か
。

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
本
部
の
「
可
愛
山
同

窓
会
報
」
を
同
窓
会
員
に
全
員
配
布
予
定
で
す
。
こ
ち
ら

も
情
報
満
載
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
お
目
通
し
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
可
愛
山
同
窓
会
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

東
京
可
愛
山
同
窓
会
に
寄
せ
て

鹿
児
島
県
立
川
内
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　

第
二
十
五
代
校
長
　
田
島
　
洋
輝

東
京
可
愛
山
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

川
内
高
校
周
辺
の
御
陵
下
や
上
川
内

な
ど
国
道
三
号
線
沿
い
で
は
、
近
年
、

大
型
ス
ー
パ
ー
や
色
々
な
外
食
産
業
な

ど
の
店
舗
が
増
え
た
り
、電
柱
地
中
化
工
事
で
歩
道
が
広
く
な
っ

た
り
し
て
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
川
内
高
校
の

校
舎
も
建
築
さ
れ
て
か
ら
四
十
五
年
経
過
し
、
平
成
九
年
の
鹿

児
島
県
北
西
部
地
震
で
罹
災
後
、
鉄
骨
で
耐
震
補
強
は
な
さ
れ

ま
し
た
が
建
物
本
体
の
耐
震
度
が
低
い
た
め
に
平
成
二
十
六
年

度
か
ら
校
舎
の
年
次
的
新
築
建
て
替
え
工
事
が
始
ま
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
も

の
の
中
に
あ
っ
て
、「
紫
尾
の
嶺
を
遥
か
に
望
み　

大
川
の
水
澄

む
と
こ
ろ　

山
稜
の
楠
の
香
匂
ふ
～
」
と
校
歌
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
変
わ
ら
ぬ
「
ふ
る
さ
と
川
内
」
の
美
し
い
自
然
・
文
化

的
環
境
の
中
で
、
川
高
生
は
高
い
理
想
を
掲
げ
新
し
い
歴
史
を

創
っ
て
い
く
矜
持
を
胸
に
、
た
ゆ
み
な
き
努
力
を
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

明
る
く
爽
や
か
な
挨
拶
や
礼
儀
正
し
い
態
度
の
も
と
、
一
人

一
人
が
高
い
レ
ベ
ル
の
文
武
両
道
の
実
現
を
目
指
し
て
努
力
し

色
ん
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
昨
年
の
体
育
祭
で

は
三
年
生
が
後
輩
達
を
も
巻
き
込
ん
で
全
校
生
徒
が
肩
を
組
ん

で
校
歌
を
熱
唱
し
た
姿
は
、
見
て
い
る
人
た
ち
に
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
本
校
で
様
々
な
経
験
を
と
お
し
て
身
に
付
け

た
学
力
・
人
間
力
は
、「
生
き
る
力
」
と
な
っ
て
色
々
な
形
で
生

か
さ
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

去
る
三
月
三
日
、
卒
業
後
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
第
十
六
期

生
（
昭
和
三
十
九
卒
）
の
猿
渡
代
表
幹
事
さ
ん
を
は
じ
め
約
百

名
の
皆
様
方
の
御
臨
席
を
い
た
だ
き
第
六
十
六
回
卒
業
式
が
盛

大
か
つ
厳
粛
の
中
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
式
辞
の
中
で
、

薩
長
同
盟
の
斡
旋
な
ど
に
尽
力
し
明
治
維
新
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
坂
本
龍
馬
の
座
右
の
銘
で
あ
り
ま
す
「
世
に
生
を
得
る

は
事
を
成
す
に
あ
り
」
と
い
う
言
葉
を
贈
っ
て
、「
既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
で
、
志
を
高
く
も
っ
て
頭
を
高
く

上
げ
、
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。Boys	and	girls,	be	

am
bitious!

」
と
励
ま
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

昨
年
、
東
京
可
愛
山
同
窓
会
を
皮
切
り
に
、
ほ
と
ん
ど
の
各

支
部
同
窓
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の

皆
様
方
の
母
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
に
感
激
し
、
あ
ら
た
め
て

日
頃
の
惜
し
み
な
い
御
支
援
・
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
今
年
は
年
男
（
午
年
）。
川
内

高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
皆
様
と
足
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東和電気株式会社
特別顧問　相談役

藤 峯 武 一
本社：〒105－0004
東京都港区新橋2丁目13番8号
電 話 03－3504－1511
FAX 03－3580－6162
事業所：国内10支店・海外10支店

（川高6期）

田中正治
国際特許事務所
弁理士

田 中 正 治
〒100－0014
東京都千代田区永田町2丁目4番7号
秀和永田町レジデンス502号
電 話 03－5251－7791
FAX 03－3580－4790
鹿児島支所電話0996－30－0745

（川高5期）

有限会社
エス・イー・エス
代表取締役

柳 田 宏 幸
〒359－0001
埼玉県所沢市下富1043－142
電話・FAX　04－2942－3782

（川高9期）

IJEC
カウンセリングカレッジICC代表
東京家政大学名誉教授
医学博士

橋 口 英 俊
IJEC事務局
〒170－0013
東京都豊島区東池袋3－7－11－806
電 話 03－5953－6625
FAX 03－5953－6635

（川高7期）

菊池史憲法律事務所
辯護士

菊 池 史 憲
事務所
〒107－0052
東京都港区赤坂9丁目6番28－207号
アルベルゴ乃木坂ビル2階207号
電 話 03－3403－7031
FAX 03－3403－0529

（川中46期）

50年目の回帰～青春68キップ～ 第66回川内高校卒業式に参列して
今年の川内高校卒業式は 2014 年 3 月 3 日行われ、昭和 39 年に卒業した我々 16
期生は卒業 50 周年の区切りとして同卒業式に招待され参列しました。16 期生の
参列者は 400 名の卒業生の約 1/4 にあたる 94 名。
卒業生参列の受付は午前 9時から校内の可愛山会館で行われ、時間とともに同
級生が集まり、それぞれの顔が懐かしく思い出されてきました。中には、卒業後
初めて 50 年ぶりに再会する人もいました。一目して誰かすぐにわかる程卒業時

の昔の面影が残っている人もいましたが、名前を確認しても
顔を思い出す事が出来ない人も沢山おりました。それでも、
話をしているうちに次第にお互い思い出し、その変り様に驚
いたものです。
50 年ぶりに入った学校で見た校舎、校庭の景色は。記憶の
片隅に有った昔のそれとは大きく異なっていた。（それは 50
年もたてば当然なのだろうが）

9時 40 分ごろから式典の行われる体育館へ導かれて移動すると、既に在校生、
卒業生の御家族、先生方、ご来賓の皆様が整然と所定の場所に着席されており、
その中を静粛に我々も所定の場所に着席しました。
我々の在校時には無かった吹奏楽部の演奏の中、10 時前には卒業生 291 名が 8
つのクラス順に入場し 10 時から厳かに卒業式が開始された。
久しぶりに感じる卒業式の雰囲気に、身の引き締まる思いがしました。
式次第に則り、卒業証書授与、校長先生の式辞、県教育委員会告辞、PTA会長、

同窓会会長の祝辞等が厳かに進行してゆきましたが、私が本当
に感激したのは、在校生代表 2年生に依る送辞と卒業生代表の
答辞でした。その内容はどちらも本当に立派であることに加え、
耳への居心地良い明瞭な話し方や間の取り方等、聞き入ってし
まいました。定年まで小学校の校長をしていた隣の椅子の同窓

生も同じく感激していました。
式の最後に卒業生が退場する時も、その晴れ晴れとした顔つき、毅然とした行
動、立居振舞に、流石に川内高校の生徒だと頼もしく又うれしい限りでした。川
高魂がそこに満ちている様な気がし、将来的に社会出ても必ずや目の前の幾多の
困難に敢然と立ち向かって進んで行く事であろうと思いました。
私の母親も川高女 22 期生で 75 年前の昭和 15 年に卒業し、現在 91 歳で元気に
していますが、今回の卒業式参列を非常に喜んでくれました。
卒業式の後、久しぶりに川内に戻ってきた同窓生の為に、希望者に対する川内
市内観光が行われました。今の川内の風景が彼らにはどう捉えられたでしょうか？
17時からは、全体的な物としては最後で有ろう 16期生 “卒業半世紀 ”の同窓会
が市比野グリーンヒルホテルで行われました。110 名以上の同窓生が出席し、盛
大に盛り上がって青春時代を振り返りながら時間の許す限り飲みながらの談話が
続きました。今後も地域毎の同窓会は行われるとは思いますが、その中での話題
が体の不具合の状況報告だけにならない様、日々の体調管理をしたいと思います。
最後に、今回の企画をして頂きました川内高等学校の関係者の皆様、並びに、
川内地区にて同窓会の企画立案実行をして頂きました 16 期実行委員の皆様方に
心から感謝申し上げます。	 16 期生　矢野　宰（34H）
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日本製粉株式会社
特別顧問

青 崎　 済
〒151－8537
東京都渋谷区千駄ヶ谷5丁目27番5号
電 話 03－3350－2316

（川高14期）

第 48回　～東京可愛山同窓会の様子～

＊＊＊ 懇親会のスナップ写真 ＊＊＊

千代田区立教育研究所

愛 甲 彰 人
〒101－0048
東京都千代田区神田司町2－16
電 話 042－665－3952（自宅）

（川高16期）

第一東京国際特許事務所
所長・弁理士

小 島 高城郎
〒100－0006
東京都千代田区有楽町2－10－1
東京交通会館9階
電 話 03－3284－0301（代）
FAX 03－3284－0305（代）

（川高16期）

東
京
可
愛
山
同
窓
会
は

平
成
二
十
七
年
に
五
十
周

年
の
節
目
に
当
た
り
、
次

の
五
十
年
に
向
け
た
会
の

絆
を
深
め
る
活
動
を
行
っ

て
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
同
窓
会
に
は
、

初
め
て
の
方
、
地
元
や
東

海
圏
か
ら
も
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

年
代
を
超
え
た
和
や
か

な
雰
囲
気
を
思
い
起
こ
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
ア
ル

バ
ム
に
し
ま
し
た
。

東京可愛山同窓会愛甲会長開会挨拶 可愛山同窓会久保事務局長来賓挨拶

川内高校田島校長先生来賓挨拶 東京薩摩川内会藤峯会長挨拶 東京可愛山同窓会橋口名誉会長乾杯挨拶

校歌斉唱：川内高等女学校の皆様 川高１０期の皆様 １２期～１５期の皆様 川高卒業５０周年の１５期生を囲んで

前期高齢者？１８期の皆様 結束力の団塊世代２０期 質実剛健の２２期 還暦の２３期

中核の２４期 ２５期～２７期　景品をゲット 活気漲る４４期以降 ５４期 現役の先生を囲んで

日ハム木佐貫投手（川高５１期）藤峯後援会長
じゃんけん勝者にグローブとサイン入り色紙贈呈 　若手後継者の自己紹介 余興：のど自慢

余興：落合様（１３期）の尺八とフルート演奏川中４１期の四枝様の音頭で万歳三唱

あびこ鹿児島県人会副会長
東京可愛山同窓会副会長
我孫子篠山町会　相談役

（前会長）

久 保 信 行

電話/FAX 047-7186-0750

（川高10期）

株式会社 南武
代表取締役

崎 山 美 親
事務所
〒179－0073
東京都練馬区田柄3－17－5
電 話 03－3926－2466
FAX 03－3926－3466

（川高19期）
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株式会社
五井キャピタルホテル
シングル\5.800 ～
会社役員

齋 藤 信 子
〒290－0081
千葉県市原市五井中央2－3－2
電 話 0436－21－1101
FAX 0436－21－1840

（川高20期）

株式会社キーバインド
代表取締役
坂元隆也（川高23期）

専務取締役
渡邉泰久（川高26期）

〒171－0033
東京都豊島区高田3－18－11
シルヴァー高田馬場ビル4階
電 話 03－5928－9021
FAX 03－5928－9022

AJMMC
特定非営利活動法人
日本ミャンマー交流協会
理事

髙 柳 健 一
〒101-0047
東京都千代田区内神田3-5-1　
大畜ビル5B
電 話 03－6204－4107
FAX 03－6206－4108

（川高24期）

福 山 喜代子
旬肴素処

〒104－0061
東京都中央区銀座2－16－7
電通恒産第3ビル1階
電話・FAX　03－5565－1883

（川高24期）

鹿児島酒処ふるさと
代表

小 山　 猛
〒160－0004
東京都新宿区四谷1－8－14
四谷一丁目ビルB1
電 話 03－3352－0031
JR各線四谷駅徒歩3分
東京メトロ南北線四谷駅徒歩1分

（川高26期）

――――――「川内高校 気張いやんせ連」発足――――――
この度、若手有志が集まり、5月 18 日（日）開催される『渋谷・鹿児島おはら祭り」に参加すべく「川内高校	
気張いやんせ連」が結成されたことをご報告いたします。
「渋谷・鹿児島おはら祭り」は、渋谷 109 を中心に道玄坂～文化通に踊り子 2千余人が繰り出す鹿児島のパワー溢
れる祭りです。この祭りに、川内高校卒業生とそのゆかりの方々で踊り連を結成し、おはら節・はんや節・渋谷音頭
等を踊ろうというもので、現在約 70 名の方々が参加され本番に向けて練習を行っています。
この活動が卒業生相互の交流と団結を促し、東京可愛山同窓会の活性化、ひいては東京薩摩川内会の活性化につな
げていけるものであると思います。
入会希望の方、もしくはその詳細については下記の事務局までご連絡下さい。
まだ、若干追加が可能です。

川内高校 気張いやんせ連	 会長：尾曲　博司（川高20期）
連長：高柳　健一（川高24期）

◇川内高校 気張いやんせ連 事務局（谷）
　Ｅメール：koto.ru3t@gmail.com

第
六
十
六
回
川
内
高
校
卒
業
式

　
　
　
　
ご
列
席
の
第
十
六
期
の
皆
様

平
成
二
十
六
年
三
月
三
日

ご支援並びにご声援、ありがとうございました。
第44回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会
への出場に際しましては、皆様の多大なるご協力とご支
援を頂き誠にありがとうございました。
二年連続の全国ベスト16入りから一年、全国ベスト
8を目標に高い意識で練習を重ね、強い決意で臨んだ本
大会は、皆様方及び会場でのOB、可愛山同窓会の方々
等の力強いご声援のおかげで初戦を勝利し、二回戦へ進
むことができましたが、残念ながら目標のベスト8挑戦
の前に敗退となりました。しかしながら、川高らしい戦いぶりを発揮するとともに皆様方とともに戦えた大会だった
と実感しております。
今回の全国大会出場の貴重な経験を、三年生はそれぞれの進路に活かし、チームは更なるレベルアップのきっかけ
にするものと確信しておりますので、今後ともご声援よろしくお願い致します。簡単ではございますが、書面にて御
礼に替えさせて頂きます。

2014年 1月吉日　　川内高校男子バスケットボール部父母会一同

I N F O R M A T I O N
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株式会社
トラスト・ファイブ
代表取締役

南 薗 浩 一
〒150－0002
東京都渋谷区渋谷2－22－3
渋谷東口ビル3階
電 話 03－3409－1351

（川高26期）

株式会社インテック

代表取締役

脇 園 弘 康
〒113－0033
東京都文京区本郷2-10-5
富士ビル別館
電 話 03－3830－1911
FAX 03－3830－1912

（川高26期）

有限会社リア機工

代表取締役

砂 田 利 美
〒179－0074
東京都練馬区春日町1－18－16
電 話 03－3825－2328
FAX 03－3825－8211

（川高26期）

KDi Advisory Service
株式会社
公認会計士 税理士

井 原 秀 憲
〒102-0076
東京都千代田区五番町２番地 
横山ビル３階

事業継承はお任せください。

（川高26期）

ふるさと通信
川内港から宝の島へ　「高速船甑島」就航

薩摩川内市商工観光部長　末　永　隆　光（川高31期）

全国でも稀な海越えの合併により薩摩川内市が誕生してから、今年でちょうど 10 年の節目を迎えます。
合併後、地域公共交通の充実と市民の一体感の醸成を図るため取り組んできた川内甑島航路が開設の運びとなり、

いよいよ今年 4 月 2 日に川内港から「高速船甑島」が就航します。
「高速船甑島」は、甑島の自然を彷彿させる白とマリンブルーの船体に、

デッキや大きな窓、木をふんだんに使用した室内など、話題豊富な船で
あります。本市が新船を建造し、甑島商船が運航する公設民営方式を採
用し、川内港及び里港・長浜港間を 1 日 2 往復運航します。里港までの
運航時間は、現在より 10 分短縮され 40 分に、ゴールデンウィークやお
盆など多客期は1日3往復の運航に、また春夏及び秋冬の2つのダイヤ制、
運賃も現在より安くなるなど、大きく利便性が向上します。

また、川内駅と川内港ターミナルを結ぶ「川内港シャトルバス」は、
全国初の大型電気路線バスであり、低炭素化や災害時の電源車にも活用できる多機
能バスであります。

さらに、「川内港ターミナル」は、銅板葺きの屋根に鐘も設置されるなど、京泊
の教会をイメージした造りとなっており、待合スペース、売店、カフェ、多目的室、
回廊も整備され、地元特産品の販売やイベントの開催など多様な活用が可能となり
ます。

これらは、いずれも「新幹線つばめ」やクルーズトレイン「ななつ星イン九州」
を手掛けられた水戸岡鋭治氏のデザインによるものであり、九州新幹線・肥薩おれんじ鉄道から甑島までを甑島観光
ラインとして結び、生活航路はもちろん市内外からの観光誘客など交流拡大が図られるものと大いに期待しています。

ところで、真新しい「高速船甑島」の船体に、漢字で「甑」という文字が描かれています。これは、大相撲の立行
司、第三十六代木村庄之助氏に揮毫していただきました。隙間をできるだけ少なくして書かれる独特の相撲文字には、
連日大入満員になるようにとの意味があり、多くの人が往き交う甑島になってほしいとの願いが込められています。

甑島は、自然が生み出した奇岩・断崖、長目の浜などの景勝地に加え、最近では恐竜の化石が発見されるなど他に
類を見ない独特の景観や地形が広がり、キビナゴなど東シナ海の
新鮮な魚介類が豊富な宝の島です。是非一度、「高速船甑島」に乗っ
ておいでいたたき甑島をまるごとご堪能くださるようよろしくお
願いいたします。

終わりに、東京可愛山同窓会の益々のご発展と会員の皆様のご
健勝ご活躍を祈念いたします。

追伸：甑島観光については、下記までお問い合わせください。

問合せ先：株式会社　薩摩川内市観光物産協会
住　所　薩摩川内市鳥追町１－１
電　話　0996-25-4700　ＦＡＸ　0996-25-4739
Ｈ　Ｐ　薩摩川内観光物産ガイド「こころ」
　　　　http://satsumasendai.gr.jp

高速船甑島

川内港ターミナル

電気シャトルバス

株式会社
ライトスタッフ
代表取締役

末 永 力 男
〒151－0051（原宿本社）
東京都渋谷区千駄ヶ谷3－60－1
電 話 03－3796－0841（代表）
〒532－0011（大阪営業所）
大阪市淀川区西中島4－7－20
日宝新大阪第１ビル307号
電 話 06－6306－6011

（川高27期）
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川中30期
堀 之 内 芳 郎

川中41期
小 幡 秀 一
横 山 一 男

川中44期
神 　 幸 八 郎
塩 田 顕 一

川中45期
野 間 口 　 進
十 島 典 之
笠 原 一 徹
花 牟 禮 　 哲
今 吉 忠 幸

川中46期
隈 部 寿 一
前 園 利 冶
国 分 友 三 郎
深 見 幸 男
神 　 幸 男
永 松 　 陟
児 浦 敏 郎
鈴 木 和 典
濱 田 　 豊

川中47期
上 川 道 雄
北 野 俊 太 郎
是 枝 巧 朗
井 上 守 忠
井 上 　 亘
十 島 久 成
本 田 忠 丸
矢 神 康 之 助
神 園 　 登
田 中 秀 正
新 地 兼 丸

川中48期
木 元 尚 男
小 島 満 郎
牧 迫 一 憲
福 山 眞 弘
若 松 良 武

川高女25期
久 木 留 和 子
伊 勢 文 子
田 上 章 子

川高女27期
片 山 和 子

川高女28期
木 村 千 鶴 子
皆 吉 典 子

川高女29期
大 竹 淑 子

川高女30期
杉 光 一 子
玉 利 信 子
田 嶋 　 安
平 田 昌 子
森 　 笑 子
瀬戸口ミサカ

川高女31期
関 谷 美 恵 子
今 村 和 子
山 本 　 鈴
中 間 律 子
今 村 幸 子
中 間 芳 子
井 上 き し 子

川高1期
原 口 法 義
山 口 秋 知
愛 甲 次 郎

川高2期
田 畑 成 則
岩 谷 祐 作
森 園 岩 夫
岩 切 靖 夫
島 村 道 男

川高3期
田 原 昭 七
緒 方 幸 子
新 留 昌 美
佐 多 教 右
佐 藤 靖 行
高 柳 助 義
山 本 昌 洋

川高4期
武 田 修 一
樋 渡 眞 明
真 田 カ ズ エ
豊 島 　 賢
畠 中 　 瞳
遠 矢 義 行
馬 場 康 隆
乙 須 利 昭
井 上 洋 三
下 町 和 雄
有 村 正 記
鮫 島 睦 子
堀 　 史 郎
矢 田 淳 子
茶 円 二 冶
湯 山 彬 子
小 鷹 ま り 子
田 原 譲 二

田 中 嬉 子
宮 川 芳 子
里 薗 冶 正
鈴 木 貞 夫
中 村 五 郎
竹 田 昭 生

川高5期
田 中 昭 二
渕 上 哲 郎
新 地 博 之
鈴 木 淑 子
宮 里 能 久
郡 司 友 子

川高6期
長 嶺 尉 弘
山 ノ 内 充 志
吉 松 峰 男
山 元 昭 徳
山 田 絹 子
大 吉 敏 夫
中 池 幸 典
久 保 行 子
吉 川 紀 代 子
田 島 忠 尚
田 中 カ ス ミ
下 野 兵 八
野 村 正 明
加 藤 寛 治
内 田 恭 啓
石 塚 忠 男
落 合 正 周

川高7期
上 西 弘 志
遠 矢 和 子
上 野 武 洋
加 藤 百 合 子
鮫 島 隆 一
遠 藤 涼 子
町 田 陽 一
新 原 徹 郎
遠 矢 郁 子
石 原 　 満
有 馬 浩 二
山 之 内 巌
清 水 幸 江
飯 山 敦 子
石 川 智 枝 子
高 橋 昭 冶
岩 切 雅 子
時 吉 徹
内 田 義 城

川高8期
屋 久 孝 夫
野 入 憲 一
塩 釜 道 子
永 薗 政 隆

伊 藤 洋 子
若 松 久 康
鎌 田 信 子
紙 屋 ヒ ロ
菅 原 澄 子
是 枝 邦 一
三 村 志 津 恵
滝 野 勝 三
小 田 原 弘 武
井 上 勝 子
西 川 幸 子
久 留 宏 道

川高9期
吉 満 芳 明
坂 本 幸 恵
林 　 ヨ リ 子
吉 武 信 一
石 渡 恵 子
森 下 邦 彦
地 蔵 宣 生
坂 元 文 麿
久 保 美 樹
大 橋 利 美 子
上 薗 昭 大
井 上 満 平
玉 利 亮 子
仮 屋 邦 子
中 村 麗 子
瀬 戸 山 正
堤 　 多 美
福 寿 秀 人
貴 島 弘 政

川高10期
小 鷹 和 子
小 川 紀 子
木 村 美 代 子
猿 渡 澄 子
山 本 し の ぶ
根 岸 美 喜 子
茶 園 一 昭
吉 留 保 夫
落 　 玲 子
松 崎 　 功
奥 出 孝 子
前 薗 征 郎
愛 甲 郷 司
高 畠 良 宏
新 留 充 志
有 馬 　 昇
神 武 央 司
南 　 清 彦
福 田 泰 次
中 野 広 久
高 橋 京 子
崎 山 睦 雄
田 中 六 男
吉 松 藤 朗
山 崎 朱 美

山 下 棟 一 郎

川高11期
齋 藤 千 鶴 子
久 木 野 秀 人
相 原 清 美
栗 原 量 子
野間口のり子
吉 成 紀 子
中 宅 間 紀 男
比 志 島 康 久
久 保 田 隆 子
飯 村 水 子
肘 岡 猛 雄
下 野 義 則
皆 元 正 博
神 園 キ ミ 子
養 母 紀 代 子
東 　 美 智 子
吉 田 浩 一 郎
吉 川 育 代
由 井 薗 忠 良
若 松 幸 代
大 出 恵 美 子
渡 辺 順 子
松 尾 郁 子
阿 部 紀 恵 子
新 増 梅 子
小 田 原 康 郎

川高12期
家 村 由 美 子
和 田 和 子
林 淑 江
橋 口 黎 明
関 口 ア ツ 子
橋 野 弘 文
小 塚 キ ヌ 子
矢 野 正 子
久 富 木 　 寛
米 盛 寧 郎
藤 井 裕 士
杉 本 寿 々 代
有 馬 維 男
長 濱 秀 幸
小 谷 ト シ 子
柚 木 克 英
中 野 東 和
西 川 由 郎
的 場 恭 子
成 枝 定 義
仲 　 隆 子
若 松 庸 行
田 中 忠 司
増 田 弘 子
鴨 　 祐 子
梅 田 　 馨
北 野 正 幸
福 徳 俊 之
山 下 敦 子

山ノ内いつ子

川高13期
藤 山 普 久
穎 川 国 治
阿 保 南 海 子
皆 吉 捷 行
末 永 年 枝
滝 野 洋 子
鈴 木 冨 美 子
鈴 木 亮 子
岡 野 恭 典
西 　 郁 郎
植 村 康 則
長 谷 川 廣 子
谷 山 志 津 江
濱 崎 好 邦
川 畑 昭 子
畑 中 洋 子
新 留 啓 正
福 重 憲 二
萩 田 安 子

川高14期
白 濱 直 樹
久 保 善 睦
明 石 紀 代
岸 富 美
上 永 野 　 洋
花 木 洋 子
迫 道 子
久 富 木 正 嗣
山 下 睦 子
松 﨑 光 二 郎
若 松 正 昭
中 谷 和 代
鳴 川 洋 之
山 本 勝 生
土 橋 エ イ 子
内 田 郁 子
黒 木 建 男
鶴 屋 敦 己
原 田 妙 子
高 橋 律 子
柳 田 光 子
金 子 陽 子
福 山 友 一
北 爪 和 子
野 平 敏 子

川高15期
若 松 都
平 佐 田 　 毅
崎 山 達 朗
鶴 田 恭 子
田 上 隆 昭
上 野 　 彬
石 田 由 紀 子
河 野 克 子
末 田 伸 子

大 津 拓 生
林 　 孝 平
石 山 勝 子

川高16期
柏 木 春 恵
木 村 睦 子
古 川 四 一
齋 藤 忠 麿
芝 沼 美 佐 緒
橋 口 四 男
鈴 木 絹 子
川 畑 重 昭
野 崎 佳 子
今 村 順 平
秋 森 　 和
鍋 田 勝 輔
森 木 訓 平
中 村 鹿 津 子
石 塚 巍
仲 山 達 子
和 田 公 美
本 山 隆 一 郎
矢 野 　 宰
福 山 怡 夫
加 藤 順 子

川高17期
神 田 ツ ヤ 子
宮 原 徳 夫
徳 充 佳 子
森 園 イ ツ
有 光 克 伸
坂 本 タ ミ
久 永 道 子
平 田 智 子
山 本 ノ ブ 子
若 松 喜 代
若 松 節 子
小 林 朝 子
宮 浦 謙 一
若 本 ミ サ キ
貫 薗 純 一
中 川 善 道
岩 元 美 代 子
秋 村 紀 江
向 原 　 臻
伊 藤 万 恵
佐 藤 幸 子
遠 矢 憲 二
西 木 場 憲 二

川高18期
小 原 信 夫
朝 隈 庸 陽
山 賀 テ ル 子
林 田 由 美
村 尾 平 和
板 垣 　 冶
廣 瀬 澄 夫

福 元 治 美
野 口 祐 三
津 田 　 勳
村 尾 義 弘
松 山 　 茂
田 中 綾 子

川高19期
山 口 章 子
脇 野 　 孝
下 中 村 哲 郎
平 山 喜 朗
上 堀 慶 二 郎
西 山 光 子
本 　 繁
宮 内 京 子
今 村 修 二

川高20期
西 上 原 　 久
小 原 恵 子
福 元 洋 記
村 上 恵 子
橋 野 八 重 子
南 　 俊 作
似 内 久 美 子
小 倉 芳 子
湯 原 す み 子
吉 田 さ と み
柏 崎 ひ ろ 子
小 牧 優 子
佐々木イツ子
徳 永 の り 子
新 原 和 徳
児 玉 良 美
鞘 脇 量 子
村 野 四 郎
平 　 緑

川高21期
村 松 久 美 子
新 門 す み 子
日 向 野 京 子
伊 沢 幸 子
高 橋 知 恵 子

川高22期
荻 野 良 宏
田 畑 久 美 子
生 駒 六 郎
田 頭 芳 市
平 林 涼 子

川高23期
小 松 原 　 忍
山 元 龍 也
落 合 誠 吾
齋 藤 玲 子
西 　 敏 久
永 田 裕 幸

北 見 幹 子
冨 永 公 朗
小谷川　仁子

川高24期
仲 村 睦 子
若 松 　 栄
川 森 　 毅
船 川 孝 子
岩 崎 善 弘
岩 崎 ひ と み
谷 る み 子
上 口 信 行
下 園 和 司
大 橋 み さ き
馬 場 正 博

川高25期

川高26期
庵 　 秀 夫
近 藤 千 代 子
花 園 明 記
荒 木 洋 子
池 田 玲 子
岩 内 加 代
吉 野 伸 一
片 山 周 一
上 口 勝 行
橋 本 孝 明
本 間 康 子
加 藤 公 子

川高27期
田 島 紀 美 代
脇 園 博 彦
池 田 博 之
松 田 弘 子
大 舘 義 明
楮 山 　 誠
池 田 隆 子

川高28期
汐 満 　 猛

川高29期

川高30期
石 丸 孝 幸
久 留 主 泰 朗

川高32期
根 本 京 子

川高46期
船 越 昭 生

平成 25 年度　年間維持費　払込の皆様　　ご協力有難うございました。（順不同・敬称略）
※この会費は総会の準備に必要な通信費・幹事会などの費用として協力いただいております。前号において事務のミスにより記載漏れがありまし
たので、今回、別紙の平成２５年度総会参加者名簿に並記掲載させていただきました。お詫びいたします。
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●
東
京
可
愛
山
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
総
会
出
席
状
況
●

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
注
）
出
席
者
の
あ
る
期
を
掲
載

第 48 回　東京可愛山同窓会　会計報告　平成 25 年 6 月 1 日（土）東海大学校友会館にて開催
自　平成 25 年 4 月 1 日　至　平成 26 年 3 月 31 日	 （単位 : 円）		

収 入 の 部 支 出 の 部
前年度繰越金

会 費

広 告 料

寄付金収入

維持会費収入

利 息 収 入

439,081

1,114,000

250,000

36,000

619,000

93

平成 24 年 6 月第 47 回総会から平成 25 年 3 月 31 日まで

出席 171 名	 川内中学			11 名

（うち、来賓 3名・同行者 1名）	 川内高女	　	3 名

	 川内高校		153 名

会報広告料 25 件

総会当日 2件　振込 4件	

総会当日納入分　17 件	 17,000

振込分　152 件（出席者）	 602,000

　　　　449 件（欠席者）内 2,000 円 1 件

預金利息

総 会 経 費

幹事会経費

事　 務　 費

1,554,271

107,279

209,852

東海大学校友会館支払	 1,148,250
総会飲み物代	 8,160
会報印刷代	 132,142
封筒・払込用紙印刷代	 73,500
総会通知用切手代	 153,000
さつまあげ	 30,000
その他（資料搬送代、写真代）	 9,219
会場使用料	 12,600
幹事会食事代	 50,454
幹事会案内状等郵送料	 19,220
懇親会	 25,005
事務局使用料 50,000/ 維持会費振込料金（449 件）
48,680/ 会費振込料金（152 件）16,280/ 広告料
振込料金 2,080/ その他振込料金 2,520/ 事務用品
等 19,559/ 東京薩摩川内会祝い金 20,000/ ﾊﾞｽｹｯ
ﾄﾎﾞﾙ部ｳｲﾝﾀｰｶｯﾌﾟ出場祝金 30,000/ 県人会広告料
10,000/ 可愛山同窓会祝電 4,350/ 川内高校卒業式
祝電 6,383

合 計 2,458,174 ① 合 計 1,871,402 ②
差引残高（①－②）586,772（みずほ銀行普通 29,287　ゆうちょ銀行普通 557,485）　差引残高 586,772 円は第 49 回総会へ繰越

左
記
の
通
り
報
告
し
ま
す
。

東
京
可
愛
山
同
窓
会　

会　
　

計　

髙
城	

尚
子

会　
　

計　

植
村	

健
二

監
査
の
結
果
、
左
記
の
通
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。

東
京
可
愛
山
同
窓
会　

会
計
監
事　

木
下	

公
明

会
計
監
事　

末
永	

力
男

　
第
四
十
八
回
　
総
会
報
告

幹
事
長
　
皆
元
正
幸
（
川
高
二
四
期
）

第
四
十
八
回
総
会
は
平
成
二
十
五
年
六
月
一
日
（
土
）
に
東
海
大
学
校
友
会

館
に
て
ご
来
賓
を
含
め
百
七
十
一
名
の
出
席
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
よ
り
会
費
の
大
幅
値
下
げ
と
事
前
振
込
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
約
二
十
名
の
出
席
増
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
の

テ
ー
ブ
ル
を
期
ご
と
に
配
列
し
、
全
員
着
席
で
前
後
の
期
の
方
と
も
広
く
懇
親

が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

第
一
部
総
会
で
は
川
高
十
四
期
・
青
崎
済
様
に
議
長
を
お
願
い
し
、
活
動
報

告
、
役
員
改
選
等
、
滞
り
な
く
進
行
し
、
ご
来
賓
の
本
部
事
務
局
長
・
久
保
森

廣
様
、
学
校
長
・
田
島
洋
輝
様
の
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
部
懇
親
会
で
は
十
三
期
・
落
合
寛
周
様
の
素
晴
ら
し
い
邦
楽
演
奏
に
始

ま
り
、
今
年
は
多
く
の
方
に
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
、
大
変
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し

た
。ご

出
席
の
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
四
十
九
回
同
窓
会
は
さ
ら
に
盛
大
な
楽
し
い
会
に
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
期
の
方
を
始
め
多
く
の
同
級
生
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
活
動
経
過
報
告

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
25
年

4
月
12
日　

会
報
12
号　

校
了

4
月
24
日　

幹
事
会
事
前
準
備
（
幹
事
会
配
布
資
料
、
欠
席
幹
事
宛
案
内
発

送
作
業
）

4
月
25
日　

役
員
・
幹
事
会
（
第
48
回
総
会
議
題
、会
報
・
案
内
等
資
料
配
布
）

4
月
26
日　

会
報
寄
稿
及
び
広
告
掲
載
者
へ
の
お
礼
状
発
送

5
月
30
日　

総
会
最
終
準
備

6
月
1
日　

第
48
回
総
会
開
催

6
月
25
日　

役
員
会
（
総
会
反
省
及
び
今
後
の
課
題
）

10
月
2
日　

役
員
会
（
役
員
・
幹
事
会
の
議
題
等
）

11
月
12
日　

役
員
・
幹
事
会
（
第
49
回
総
会
に
向
け
て
の
課
題
等
の
討
議
）

平
成
26
年

1
月
28
日　

役
員
会
（
会
報
13
号
制
作
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
）

2
月
20
日　

会
報
寄
稿
の
依
頼
状
発
送

3
月
7
日　

広
告
協
賛
の
依
頼
状
発
送

3
月
17
日　

役
員
会
（
進
行
状
況
の
確
認
）

卒業 期 幹事氏名 第 46 回
2011.6.4

第 47 回
2012.6.2

第 48 回
2013.6.1

川　内　中　学
昭和17 41 長谷場　琢　哉 2 2 2

20 45 富士代　照　夫 1 1 5
22 46 菊　池　史　憲 1 3 2
23 47 （山　口　秋　知） 1
24 48 （上　野　　　学） 1

川　内　高　女
昭和21 28 皆　吉　典　子 1

23 30 2
24 31 中　間　芳　子 3 1 3

川　内　高　校
昭和24 1 山　口　秋　知 7 1

25 2 上　野　　　学 2 2 2
26 3 細山田　充　利 1 1 2
27 4 大六野　喜　弘 9 6 3
28 5 田　中　正　治 2 1 1
29 6 木　下　公　明 3 1 4
30 7 岡　野　孝　司 11 4 14
31 8 山　口　　　章 4 4 3
32 9 柳　田　宏　幸 9 12 15
33 10 上　野　ツ　ヤ 14 14 18
34 11 小田原　康　郎 13 4 4
35 12 今　村　祥　史 13 10 7
36 13 落　合　寛　周 4 3 7
37 14 大　西　輝　之 4 1 1
38 15 高　澤　裕　之 4
39 16 矢　野　　　宰 5 6 2

卒業 期 幹事氏名 第 46 回
2011.6.4

第 47 回
2012.6.2

第 48 回
2013.6.1

40 17 高　城　尚　子 4 7 9
41 18 二　木　幸　男 4 13 4
42 19 下　薗　明　治 1 2
43 20 唐　見　博　行 12 14 11
44 21 徳　丸　　　律 1 7 5
45 22 山　下　重　孝 1 3 5
46 23 坂　元　隆　也 2 1 4
47 24 皆　元　正　幸 4 8 7
48 25 桑　原　能　章 2 3
49 26 渡　邉　泰　久 2 5 4
50 27 末　永　力　男 2 3 4
51 28 植　村　健　二 1 1 1

昭和54 31 石　上　聡　子 1
55 32 永　田　昭　一 1
60 37 上　村　　　忠 1

平成元 41 三　本　深　志
2 42 春　田　英　樹
3 43 田　端　善　弘 1
4 44 宇　都　正　信 3 3 3
8 48 田　代　隆　志
9 49 1
12 52 吉　永　　　慎
15 55 山　下　晋　平 1
17 57 1
18 58 1 1

来　賓 4 3 3
151 152 171



第 13 号	 東 京 可 愛 山 同 窓 会 会 報	 平成 26 年 4 月 1 日（8）

東京17期会

同期会・同窓会に
おじゃったもんせ
平成 26 年度同期会
10 月 25 日（土）

会場：芝 弥生会館

川高26期会

平成 26 年 12 月 6 日（土）
同期会開催予定

編
集
後
記

東
京
可
愛
山
同
窓
会
は
、
来
年
、
発
足
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

会
員
は
も
と
よ
り
、
と
り
わ
け
役
員
や
期
ご
と
の
幹
事

を
務
め
る
方
々
の
東
京
同
窓
会
の
刷
新
や
活
性
化
に
向
け

た
取
組
み
は
、
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
積
極
的
な
活
動
の
一
端
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。

明
治
三
十
年
に
学
舎
が
開
か
れ
て
二
年
後
の
平
成

二
十
八
年
に
は
、
干
支
十
周
と
い
う
悠
久
の
時
を
刻
み
ま

す
。
可
愛
山
の
麓
で
文
武
両
道
に
鍛
錬
を
重
ね
た
卒
業
生

は
、
産
業
界
・
政
界
・
学
会
は
も
と
よ
り
芸
能
・
文
化
・
報
道
・

司
法
・
医
療
・
金
融
面
な
ど
幅
広
い
分
野
で
貢
献
さ
れ
、

ま
た
、
活
躍
中
で
す
。

将
来
と
も
国
内
外
で
後
継
者
達
が
こ
う
し
た
分
野
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
ゆ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

川
内
原
発
で
全
国
に
名
を
知
ら
し
め
て
い
る
故
郷
の
町

並
み
は
変
わ
ろ
う
と
も
川
高
魂
は
不
変
で
す
。

（
編
集
者
）

同期 PR コーナー
★川中45期 毎年 10 月定期総会開催
★川高 9期 平成 25 年 10 月 25 日　神楽坂フランス料理店 

「ラ・レビアンス」（1 つ星）にて開催　25 名出席
★川高10期 燦々会は重点依頼期のため単独の同期会は中止 

可愛山同窓会に 18 名参加後「ライオン」で 2 次会 
同じく重点期の 25 期 3 名を誘い合同実施

★川高12期 平成 25 年 11 月最終日曜日　熱海『ホテル弥生」にて開催 
25 名出席

★川高13期 平成 26 年度の東京開催予定 11 月 23 日（日）
★川高14期 平成 25 年 6 月開催
★川高20期 平成 25 年 11 月「ホテル日航東京」にて開催
★川高24期 平成 25 年 8 月　銀座 : 旬肴「素処」にて開催　22 名出席
★川高25期 毎年 11 月第 2 土曜日に開催 

平成 25 年 11 月 9 日 八重洲「さつま黒宝庵」にて開催 14 名出席 
平成 26 年 11 月 8 日（土） 開催予定

★川高26期 平成 25 年 12 月開催　品川プリンスホテル　25 名出席

川高24期会
会　長

皆 元 正 幸
管理人

園 田 成 三
URL:http://enoyama24.com/

川高16期会

代表幹事

矢 野　 宰

私は太平橋の近く、大小路町東郷通りに生まれ 18 歳まで過ごしました。姉弟たちが川内にいます
のでほぼ毎年帰るのですが、以前から進められてきた川内川の拡幅工事がいよいよ私の実家までやっ
てきて、子供の頃から仰ぎ見ていたひとつ葉（イヌマキ）の巨木も母屋もすべて姿を消してしまい
ました。それでも当時の思い出は記憶の中に鮮やかに留まっています。川高では剣道部、化学部に
所属し、生徒会や体育大会の運営にも関わるなど、思い切り高校生活を楽しみました。親しい友人
や尊敬する恩師との出会いもありました。
社会人になってからは、人事に始まりサービス、生産、環境、教育など様々な経験を通じて世界
各地で数多くの人との出会いがあり、それが私にとって大事な財
産です。一番記憶に残るのが生まれて初めてパスポートを取得し
て赴任した当時遭遇した、未経験が故のさまざまな出来事、そし
て 50 過ぎて 1年間に全都道府県を出張訪問したことでしょうか。
世阿弥の言葉に是非の初心、時々の初心、老後の初心とありま
すが、43 年過ごした会社を卒業するにあたり、それまでの延長線
上にあるような生き方よりも、やはり人を育てることに初心で関
わっていこうと思い定め、コーチの資格を取り、10 数名のマネジ
メント層のコーチを続けています。100%現役というわけでもあり
ませんが、今でも若い人たちに学びつつ、若い人たちに刺激を与
えられる立場にあることをありがたく思えるこの頃です。

経　　歴
1946 年川内市生まれ、可愛小、川内北中を経て 1965
年川内高校 17期卒業

1970 年東京大学法学部卒業後ソニー㈱入社
1974 年ソニーUK
1989 年人事部統括部長
1998 年ソニーサービス社長
2004 年ソニー㈱業務執行役員
2005 年執行役人事担当、以後、労政、総務、生産戦略、
環境などを担当

2007 年ソニー EMCS社長
2008 年役員退任後、ソニー健康保険組合理事長、ソ
ニー企業年金基金理事長、ソニー教育財団副理事長
（2013 年まで）

現在、㈱コーチエイ顧問、㈱インフォデリバ監査役、㈱
e4c 取締役、LLPBSF 東北名誉代表、東京都済生会
理事、ソニー国際教育基金理事、東京桜島会会長（岩
崎学生寮在京同窓会）、東京 17期会幹事長

母校だより ~ 高き理想をめざし、常に進化し続ける川高生 ~ トピックス

★2014　経済トップ語る（南日本新聞コラムから）
鹿児島信用金庫　後藤　孝行　理事長（川高 20 期）

“金融モラル形成の年にしたい、金融を通じて地域の活性化に貢献したい ” と語り、まずは「創業セミナー」
を実行し、『かしん創業プラン大賞』を一昨年に創設されており、厳しい経営環境にある企業に対しても事業継
承のための他業種とのビジネスマッチングを進めるなど金融機関の役割を如何なく発揮されている。

★南風録（南日本新聞2014.3.1朝刊記事抜粋）
宮崎市のみやざきアートセンターで開催中の、世界的イラストレーター生頼範義さんの作品展をのぞいた。
「ゴジラ」や「日本沈没」などの映画ポスターを前に、公開当時の興奮がよみがえった。－中略－戦争中に明
石で空襲に遭い、母方の実家があった旧川内市内に疎開して多感な中学高校時代を過ごした。
78 歳となられた生頼さん（川高 6期）は、これまで「スターウォーズ帝国の逆襲」ポスターも生頼さんが
SF雑誌に発表したイメージ画がジョージ・ルーカス監督の目にとまり、この作品となった。

　
新
役
員
名
簿 

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日
選
出

名
誉
会
長　
　

橋
口　

英
俊　
（
高
七
期
）

会　
　

長　
　

愛
甲　

彰
人　
（
高
一
六
期
）

副
会
長　
　

皆
吉　

典
子　
（
高
女
二
八
期
）

副
会
長　
　

久
保　

信
行　
（
高
一
〇
期
）

副
会
長　
　

南　
　

勝
彦　
（
高
一
六
期
）

副
会
長　
　

尾
曲　

博
司　
（
高
二
〇
期
）

幹
事
長　
　

皆
元　

正
幸　
（
高
二
四
期
）

副
幹
事
長　
　

吉
留　

和
男　
（
高
二
〇
期
）

副
幹
事
長　
　

渡
邉　

泰
久　
（
高
二
六
期
）

副
幹
事
長　
　

石
上
さ
と
子　
（
高
三
一
期
）

副
幹
事
長　
　

宇
都　

正
信　
（
高
四
四
期
）

副
幹
事
長　
　

山
下　

晋
平　
（
高
五
五
期
）

会　
　

計　
　

高
城　

尚
子　
（
高
一
七
期
）

会　
　

計　
　

植
村　

健
二　
（
高
二
八
期
）

監　
　

査　
　

木
下　

公
明　
（
高
六
期
）

監　
　

査　
　

末
永　

力
男　
（
高
二
七
期
）

紹　介　～社会で活躍されている先輩・後輩～

昨年の大綱引きで

桐原　保法（川高 17 期）

川高11期会
代表幹事

小田原 康郎
ビル清掃全般

（有）ジャパンアドバンス
代表取締役
〒240－0033
横浜市保土ヶ谷区境木本町13-25
電 話 045-711-0938
FAX 045-721-0968

（川高11期）


